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棚次 亘弘  
 
ＪＡＸＡ宇宙科学本部の研究協力者 
宇宙科学研究本部 開発員 本郷素行 
 
風洞利用期間 
平成 18 年 9 月 20 日～平成 18 年 9 月 29 日（延べ 9日間．土日は除く．） 
 
研究要旨 
室蘭工業大学を含めた国内 4大学と JAXAとの連携により，次世代
型高速機や次世代型宇宙輸送機の各種基盤技術の飛行実証プロジェク
トが進められている．本研究の目的は，亜音速から超音速域の飛行実
証においてフライングテストベッドとなる小型無人超音速機の適切な
機体形状を見出すことである．現在までに，亜音速巡航性能と超音速
巡航性能を両立させることを目指した可変翼式機体形状（K 型機体），
超音速実飛行データを取得するための加速飛行性能を重視した固定翼
式機体形状（M型機体），Close Coupled Canardを有する固定翼式機体
形状（O 型機体）を提案し，これらについて風洞試験を行い，取得し
たデータを用いて加速性能や飛行性能を評価した．その結果，M型機
体については超音速までの加速飛行が可能であることが予測された． 
詳細は，機体関連の研究紹介を参照されたい． 
